
Kyoto-ASEAN Virtual Fields グッドプラクティス

● 活用事例
－ 環境デザイン論の講義の一部として視聴した。
－ 和歌山県世界遺産センターで開催した災害に関する

パネル展示時に製作したVIDEOも視聴できるようにした。

● 活用にあたっての工夫・課題及び今後の展望など
－ これまでは写真をベースに地域の水害状況や伝統建築を

紹介していたが、製作した映像を使用することで、異なる
視点から対象物を確認することが出来、また、地域住民の
説明や被災経験を聞く機会を提供することが出来た。

－ 海外からの短期留学生等を対象とした講義など、現地での
研修が難しい状況の際に活用できる。

● 学生等からの声・反響、自身や学生による映像制作等の経験談等
－ 映像だったので地域の状況が分かりやすかった（学生）。
－ 地域の人達のインタビュー（発言）が聞けたので、

災害時の経験や状況が分かりやすかった（学生） 。
－ ドローン撮影を行うなど、これまで紹介できなかった視点からの

地域や研究対象の紹介が可能となった。

講義の様子

VIDEO視聴時の様子

活用実績

活用の様子が分かる写真
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